
➍関係資料 

①令和３年度教育課程編成表 
〔令和３年度入学生用〕 
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　　令和３年度　教育課程編成表　（令和３年度入学生用）

学 科 名 普通科 理数科

学年・ｺ ｰ ｽ
１年

２年 ３年
２年 ３年

国 語

国 語 総 合

現 代 文 Ｂ

古 典 Ｂ

地 理 歴 史

世 界 史 Ａ

世 界 史 Ｂ

日 本 史 Ａ

日 本 史 Ｂ

地 理 Ａ

地 理 Ｂ

公 民
現 代 社 会

政 治 ・ 経 済

数 学

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ

数 学 Ｂ

理 科

物 理

生 物

＊ Ｓ ｃ ｉ ｅ ｎ ｃ ｅ

保 健 体 育
体 育

保 健

芸 術

音 楽 Ⅰ

美 術 Ⅰ

書 道 Ⅰ

外 国 語

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅰ

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅱ

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅲ

英 語 表 現 Ⅰ

英 語 表 現 Ⅱ

＊ Ｓ Ｓ 生 物 β

＊ｻ ｲ ｴ ﾝ ｽ ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ

家 庭 基 礎

共 通 科 目 の 履 修 単 位 数 計

＊ Ｓ Ｓ Ｈ

＊ Ｓ Ｓ 数 学 α

＊ Ｓ Ｓ 数 学 β

＊ Ｓ Ｓ 数 学 γ

＊ Ｓ Ｓ 物 理 α

＊ Ｓ Ｓ 物 理 β

＊ Ｓ Ｓ 物 理 γ

＊ Ｓ Ｓ 化 学 α

＊ Ｓ Ｓ 化 学 β

＊ Ｓ Ｓ 化  学

＊ Ｓ Ｓ 生 物 α

ホ ー ム ル ー ム

履 修 単 位 数 合 計

＊ Ｓ Ｓ 生 物 γ

＊ Ｓ Ｅ 課 題 研 究

＊ Ｓ Ｓ 情  報

＊ Ｓ Ｓ 数 理 情 報

専 門 ( 理 数 ) 科 目 の 履 修 単 位 数 計

総合的な探究の時間

Ｓ Ｐ 科 学

Ｓ Ｐ 探 究

緑高 ﾀ ｲ ﾑ ・ 「道 徳」

緑 高 タ イ ム



 
 

〔令和２年度入学生用〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

普通，理数科

　　　 教　科 　　　科　　　 目 文系 理系 文系 理系

5

2 2 3 2 2 2

3 3 4 3 2 2

2

□4 □4

○2

□4 □4

○2

2 3 2 3

2

3

3 5 2

6

2 2 2

◆4 ◆3

◆4 ◆3

4 4

2 2 2 3 3 2 3

1 1 1 1

◇2 ◇1

◇2 ◇1

◇2 ◇1

4

4 4 4

4 4 4

2

2 2 2 2 2 1

1

家 庭 2

情 報

20 30 27 31 26 15 17

6

7

6

2

3

■4

3

5

3 5

2

3

■4

1 1

2 2

2

12 2 5 5 19 16

1

1 1

1

1 1

特 別 活 動 1 1 1 1 1 1 1

35 34 34 33 33 35 34

学 科 名 普通科 理数科

学年・ｺ ｰ ｽ
１年

２年 ３年
２年 ３年

国 語

国 語 総 合

現 代 文 Ｂ

古 典 Ｂ

地 理 歴 史

世 界 史 Ａ

世 界 史 Ｂ

日 本 史 Ａ

日 本 史 Ｂ

地 理 Ａ

地 理 Ｂ

公 民
現 代 社 会

政 治 ・ 経 済

数 学

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ
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＊ｻ ｲ ｴ ﾝ ｽ ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ

家 庭 基 礎

社 会 と 情 報

共 通 科 目 の 履 修 単 位 数 計
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＊ Ｓ Ｓ 数 学 α

＊ Ｓ Ｓ 数 学 β

＊ Ｓ Ｓ 数 学 γ

＊ Ｓ Ｓ 物 理 α

＊ Ｓ Ｓ 物 理 β

＊ Ｓ Ｓ 物 理 γ

＊ Ｓ Ｓ 化 学 α

＊ Ｓ Ｓ 化 学 β

＊ Ｓ Ｓ 化 学

＊ Ｓ Ｓ 生 物 α

ホ ー ム ル ー ム

履 修 単 位 数 合 計

＊ Ｓ Ｓ 生 物 γ

＊ Ｓ Ｅ 課 題 研 究

＊ Ｓ Ｓ 情 報

＊ Ｓ Ｓ 数 理 情 報

専 門 ( 理 数 ) 科 目 の 履 修 単 位 数 計

総合的な探究の時間

Ｓ Ｐ 科 学

Ｓ Ｐ 探 究
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               〔平成 31年度入学生用〕 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普通，理数科
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学 科 名 普通科 理数科

学年・ｺ ｰ ｽ
１年

２年 ３年
２年 ３年

国 語

国 語 総 合

現 代 文 Ｂ

古 典 Ｂ

地 理 歴 史

世 界 史 Ａ

世 界 史 Ｂ

日 本 史 Ａ

日 本 史 Ｂ

地 理 Ａ

地 理 Ｂ

公 民
現 代 社 会

政 治 ・ 経 済

数 学

数 学 Ⅱ
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理 科

物 理

生 物
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保 健 体 育
体 育

保 健

芸 術
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ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅱ

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅲ

英 語 表 現 Ⅰ

英 語 表 現 Ⅱ

＊ Ｓ Ｓ 生 物 β

＊ｻ ｲ ｴ ﾝ ｽ ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ

家 庭 基 礎

社 会 と 情 報

共 通 科 目 の 履 修 単 位 数 計

＊ Ｓ Ｓ Ｈ

＊ Ｓ Ｓ 数 学 α

＊ Ｓ Ｓ 数 学 β

＊ Ｓ Ｓ 数 学 γ

＊ Ｓ Ｓ 物 理 α

＊ Ｓ Ｓ 物 理 β

＊ Ｓ Ｓ 物 理 γ

＊ Ｓ Ｓ 化 学 α

＊ Ｓ Ｓ 化 学 β

＊ Ｓ Ｓ 化 学

＊ Ｓ Ｓ 生 物 α

ホ ー ム ル ー ム

履 修 単 位 数 合 計

＊ Ｓ Ｓ 生 物 γ

＊ Ｓ Ｅ 課 題 研 究

＊ Ｓ Ｓ 情 報

＊ Ｓ Ｓ 数 理 情 報

専 門 ( 理 数 ) 科 目 の 履 修 単 位 数 計

総合的な探究の時間

「 道 徳 」

Ｓ Ｐ 科 学

Ｓ Ｐ 探 究

緑 高 タ イ ム



②令和３年度運営指導委員会記録 
 Ⅰ 委員名簿 

  （１）運営指導委員 

氏 名 所属等 

掛谷 英紀 筑波大学大学院 システム情報系 准教授 

勝井 恵子 
国立研究開発法人 日本医療研究開発機構 

ゲノム・データ基盤事業部 健康・医療データ研究開発課 

下村 勝孝 茨城大学 理学部 教授（数学） 

◎田内  広 茨城大学 理学部長 教授（生物） 

宮城 磯治 国立研究開発法人産業技術総合研究所 活断層・火山研究部門 主任研究員 

宮本 直樹 茨城大学大学院 教育学研究科 教育実践高度化専攻 教科領域コース 

山口  央 茨城大学 理学部 教授（化学） 

   ◎：運営指導委員長 

  （２）管理機関 茨城県教育庁学校教育部高校教育課  （３）校内委員 

氏 名 職 名  氏 名 職名等 

柳橋 常喜 課長  大高  淳 校長 

岡野 敏昌 副参事  益子 和幸 教頭 

津賀 宗充 指導担当課長補佐  白田 宏明 事務室長 

西田  淳 指導主事  堀江 信人 教務主任・数学 

安藤  剛 指導主事  名和 俊之 理数部長・理科（地学） 

   田中 清嗣 理数部副部長・理科（化学） 

   宇野慎太郎 理数部・英語 

   林  仁美 ＳＳＨ事務 

Ⅱ 第１回運営指導委員会 

  （１）実施要項 

     □ 実施日 令和３年７月26日（月） 15:30～16:30 

     □ 会 場 駿優教育会館 １階小イベントスペース 

     □ 出席者 運営指導委員：田内 広，掛谷英紀，勝井恵子（オンライン参加），下村勝孝，宮城磯治，

宮本直樹，山口 央 

           管理機関：西田 淳，安藤 剛 

           校内委員：大高 淳，益子和幸，名和俊之，田中清嗣，林 仁美 

  （２）協議  

    ア 理数科「ＳＥ課題研究」発表会について  

      ・なぜだろうという，知的好奇心を語ってほしい。 

      ・先行研究を確かめてほしい。ネットだけでなく，書籍で裏付けを。 

      ・後輩に引き継ぐような研究をしてほしい。 

    イ 令和３年度 研究実施計画について 

    ウ 中間評価について 

      ・テーマとして再生医療は適切か。緑岡高校ＳＳＨが始まったときは最先端でも，今はどうか。 

      ・質的な改善が必要である。切り口を変えて見てはどうか。 

      ・高校で学ぶ内容からリンクした内容からテーマを考えては。     

      ・生徒たちの実験手法を集めた「実験工夫集」等を作成してはどうか。 

 

 Ⅲ 第２回運営指導委員会 

  （１）実施要項 

     □ 実施日 令和３年２月22日（火） 16:00～17:00 

     □ 会 場 茨城県立緑岡高等学校 緑朋会館1階 

     □ 出席者 運営指導委員：田内 広，掛谷英紀，下村勝孝，宮城磯治，宮本直樹，山口 央 

           管理機関：西田 淳 

           校内委員：大高 淳，益子和幸，名和俊之，田中清嗣，林 仁美 

  （２）協議  



    ア 令和３年度 事業実施報告 

      ・先行研究，文献をもっとよく調べた方が良い。 

    イ 次年度の事業計画について 

    ウ 第Ⅲ期の計画について 

      ・英語による科学研究発表会は非常に素晴らしい，目玉となる事業である。これから先はどういう

枠組みで行うか検討した方が良い。 

      ・第Ⅲ期は発信する時期。個性を打ち出すにはどうしたら良いか。 

      ・オンラインが普及してきている。せっかくオンラインなのだから海外と交流を持っては。 

      ・コロナなどで海外から留学生等が来れない場合，代替事業を考えることが必要。 

      ・いばらきサイエンスコンソーシアムのハブ校であることも素晴らしい。 

 

③「ＳＥ課題研究」関係 

ルーブリック評価表 
観 点 目 標 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ 

研究態度 
(関心・意欲・態

度) 

意欲的かつ真摯に研究に取

り組むことができる。 

意欲的に研究に取り組み，

グループ内で協議がなされ

ている。 

意欲的に研究に取り組ん

でいる。 

研究に取り組んでいるが，

意欲的でない。 

研究の取り組みが不十分

である。 

文献調査 

(知識・理解) 

先行研究等の文献調査によ

り，既知・未知の判断を

し，活用している。 

先行研究や文献を調べ，既

知・未知の判断をし，活用し

ている。 

先行研究や文献を調べて

活用している。 

先行研究や文献を調べて

はいるが，活用していな

い。 

文献調査をしていない。 

研究手法 

(技能) 

有効な手法等を用いてお

り，独創性や既存の方法か

らの発展性も見られる。 

有効な手法等を用いてお

り，独創性・発展性がある。 

有効な手法等を用いてい

る。 

研究内容に対して有効な

手法を用いていない。 

研究手法の検討がほとん

どできていない。 

研究内容の記載 

(知識・理解) 

研究ノートの重要性を理解

し，記述するべきことを理

解できる。 

第三者が見ても理解できる

ように活動内容・日時が記

されている。 

活動内容・日時が記されて

いる。 

記入されているのがメモ

等のみであり，何が書いて

あるかわからない。 

記録がほとんどされてい

ない。 

考察 

(思考・判断) 

結果を基に，論理的に考察

することができる。 

結果に基づいた論理的に説

得力のある考察・まとめが

されている。 

結果に基づいた考察・まと

めがされている。 

まとめがあるだけで考察

が不十分である。 

考察・まとめ自体が不十分

である。 

発表 

(表現) 

プレゼンテーションによ

り，研究成果を科学的に表

現できる。 

適切な形式でまとめられて

おり，プレゼンテーション

はもとより，質疑に対する

応答も説得力がある。 

適切な形式でまとめられ

ており，説得力のあるプレ

ゼンテーションができる。 

プレゼンテーションはで

きているが，適切な形式で

まとめられていない。 

プレゼンテーション自体

が形になっていない。 

論文 

(思考・判断) 

論文作成において，明らか

になった問題点や課題を改

善・解決することができ

る。 

指導教員の指導を受け，問

題点の改善が十分に行われ

ている。 

指導教員の指導を受け，問

題点の改善が行われてい

る。 

指導教員の指導を受け，問

題点の改善がある程度行

われている。 

指導教員の指導を受ける

が，問題点の改善が十分に

できていない。 

 ※観点の「論文（思考・判断）」は，３年時のみ利用 

  



④「ＳＰ探究」テーマ 

 

【心理】  32 本当に大丈夫？身近な食品！ 

1 ためして！ルーティーン  33 黄金比と美の関係 

2 配色による印象の変化  【生物・人体】 

3 日本人が感じる「美しい」とは  34 ザリガニに利き手があるのか? 

4 
嘘をついたときに表面上に現れる特徴にはどの

ような共通点があるのか 
 

35 ジェスチャーを用いたときに人に与える印象は

UPするのか 

5 兄弟構成は子どもの性格に影響するか  36 授業中眠く【なるのはなぜ？？？ 

6 
自分に似合った色を身につけているといない時

の印象の違い 
 

37 
効率よく記憶を定着させる方法 

7 人を好きになる理由はあるのか  38 血液型と性格は関係あるのか 

8 文字が与える効果  39 集中力と環境の関係を調べる 

9 True or false?  40 動物に好かれる人と好かれない人の差とは 

10 ババ抜き王に俺はなる！  41 ３Dアートを見て錯覚するのはなぜか 

【社会科学系】  42 筋肉の肥大とタンパク質の関係 

11 世界各国の食べる手段の違い  43 視力の低下はスマホが関係しているのか？ 

12 日本の宗教観  【娯楽・人体】 

13 教育と規制の関係  44 作品のリアリティと人気に相関性があるか 

14 ろう者が表現豊かなワケとは  45 解剖学 

15 
コロナ禍で人気を保てている番組と保てなかっ

た番組の相違点 
 46 見たい夢を見るには？ 

16 住みたい家と住みたくない家を色から考える  47 視力低下の要因と対策 

17 和菓子と洋菓子の違いとは？  48 視力回復は可能か？ 

18 世界を変えてきたクーデター  49 最低限どれだけ寝ればよいか 

19 お金持ちになる方法  50 睡眠の質を良くするためには 

【芸術・食物】  51 スポーツとメンタルの関係性 

20 人が心地よいと思う声とは  【スポーツ・工学】 

21 音楽と人の心の関わり  52 越えろ菊池優作！！50ｍ6.0を切れ！！ 

22 食べ物と時間の関係  53 リベンジパラシュート 

23 色を味方に  54 スポーツ選手に必要な栄養 

24 味覚と三感（視・聴・嗅）の関係  55 目指せ！登下校で－10㎏⁉ 

25 
効率的かつ自然災害による農業被害をカバーす

る”最強”の生産法 

 
56 校内Wi-Fiマップを作ろう 

26 学力と食べ物の関係性  57 iPhoneとAndroidの人口傾向 

【美容・自然科学】  58 スポーツにおけるメンタルを強くする方法 

27 垢抜けたい！！  59 飛行機（旅客機）のエンジンの仕組み 

28 夕焼けをつくろうぜ  60 彼の体重増加の推移とその原因 

29 人工的に雨を降らせるには  61 骨格による人種ごとの筋肉のつき方の違い 

30 空の七変化！？    

31 人類 VS ウィルス    



⑤その他関連グラフ，ＳＳＨ通信，新聞記事 

 (1)SSH意識調査（教員） 

 

グラフ 4-5-1 意識調査（経年比較：教員①） 

 
グラフ 4-5-2 意識調査（経年比較：教員②） 

 

グラフ 4-5-3 意識調査（経年比較：教員③） 



 

グラフ 4-5-4 意識調査（経年比較：教員④） 

 

 (2)SSH意識調査（生徒） 

 
グラフ 4-5-5 意識調査（経年比較：生徒①） 



 

グラフ 4-5-6 意識調査（経年比較：生徒②） 



Suuper SSccience HHiigh School NNews

Sakigake Project 

Suuper SSccience HHiigh School NNews

Suuper Sccience Hiigh School News Suuper Sccience Hiigh School News



Suuper Sccience Hiigh School News Suuper Sccience Hiigh School News

Suuper Sccience Hiigh School News Suuper SSccience HHiigh School NNews
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